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カトリック

　

教
区
本
部
事
務
局　
　
　
　
　
　

原
田
豊
己　

神
父

　

平
和
の
使
徒
推
進
本
部
事
務
局　

肥
塚
侾
司　

神
父

　

広
島
司
教
館　
　
　
　
　
　
　
　

野
間
重
信　

神
父

長
谷
川
儀　

神
父

（
さ
い
た
ま
教
区
出
向
）
澤
野
耕
司　

神
父

広
島
地
区

　

地
区
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
正
史　

神
父

　

幟
町
教
会
司
牧
チ
ー
ム　
　
　
　

後
藤
正
史　

神
父

　

（
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
）
ア
ル
ベ
ル
ト
神
父

（
五
月
よ
り
）
ス
テ
ィ
ー
ブ
神
父

　

観
音
町
教
会　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
眞
仁　

神
父

尾
島
紀
代
治
神
父

　

祇
園
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根
敏
身　

神
父

カ
ト
レ
ッ
ト
神
父

　

呉
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ェ
ロ
ム　

神
父

　

廿
日
市
教
会　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
豊
己　

神
父

　

三
篠
教
会	

（
担
当
）
肥
塚
侾
司　

神
父

　

三
次
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ル
バ
レ
ス
神
父

　

翠
町
教
会	

（
担
当
）
ア
ル
ベ
ル
ト
神
父

　

三
原
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ル
ナ
ル
ド
神
父

　

尾
道
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
道
晴　

神
父

　

福
山
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部
大
介　

神
父

　

パ
ト
リ
ッ
ク
神
父

　

向
原
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
幟
町
教
会
か
ら
）

　

松
江
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
堀
升
治　

神
父

岡
山
・
鳥
取
地
区

　

地
区
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
喜
代
治　

神
父

　

岡
山
・
岡
山
南	

荻
喜
代
治　

神
父

李　

尚
潤　

神
父

ア
ン
リ　
　

神
父

（
協
力
）
早
副　

穣　

神
父

（
協
力
）
豊
田
尚
臣　

神
父

　

檣
灯
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

ミ
ッ
シ
ェ
ル
神
父

　

笠
岡
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
井
英
昭　

神
父

　

倉
敷
地
域
共
同
司
牧
チ
ー
ム

　

倉
敷
・
玉
島
・
水
島
教
会　
　
　

野
中　

泉　

神
父

ブ
レ
ー
ズ　

神
父

　

玉
野
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

金　

起
瑩　

神
父

　

津
山
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
ー
レ　
　

神
父

　

倉
吉
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

関　

亮
一　

神
父

　

鳥
取
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
嵜
一
夫　

神
父

　

米
子
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
江
和
司　

神
父

山
口
・
島
根
地
区

　

地
区
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
良
晴
神
父

　

山
口
修
道
院　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
良
晴
神
父

高
橋
義
博　

神
父

百
瀬
文
晃　

神
父

　

山
口
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
信
也　

神
父

カ
ン
ガ
ス　

神
父

　

防
府
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
崎
次
郎　

神
父

　

萩
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
地　

誠　

神
父

　

岩
国
教
会　
　
　
　
　
　
　
　

	

バ
リ
ョ
ヌ
エ
ボ
神
父

　

周
南
地
域
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

　

徳
山
・
下
松
・
光
・
柳
井
教
会　

ア
ル
テ
ィ
リ
ョ
神
父

モ
ラ
ー
レ
ス
神
父

泉　

類
治　

神
父

オ
レ
ギ　
　

神
父

中
村
健
三　

神
父

　

宇
部
小
野
田
地
域
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

　

宇
部
・
北
若
山
・
高
千
帆
教
会　

ア
レ
ッ
ク
ス
神
父

三
喜
田
虎
太
神
父

ア
ル
カ
ラ　

神
父

池
尻
廣
幸　

神
父

　

下
関
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

　

細
江
・
彦
島
・
長
府
教
会　
　
　

李　

相
源　

神
父

リ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
神
父

田
丸　

篤　

神
父

　

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー　
　
　

林　

尚
志　

神
父

　

出
雲
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
田　

昇　

神
父

　

津
和
野
教
会　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
信
行　

神
父

西
山
和
男　

神
父

　

浜
田
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
レ
ノ　
　

神
父

　

益
田
教
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

バ
ラ　
　
　

神
父

　

長
束
修
道
院　
　
　
　
　
　
　
　

山
根
敏
身　

神
父

瀬
戸
勝
介　

神
父

ラ
フ
ォ
ン
ト
神
父

近
藤　

信　

神
父

裏
辻
洋
二　

神
父

デ
・
ヴ
ァ
ル
ス
神
父

マ
ク
ガ
レ
ル
神
父

三
宅
秀
和　

神
父

河
村
剛　

修
道
士

　

幟
町
修
道
院　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
ン
ゼ
ラ
ー
神
父

ベ
ル
タ
ニ
ョ
リ
オ
神
父

李　

聖
一　

神
父

柳
田
敏
洋　

神
父

関
根
悦
雄　

神
父

松
島
忠
雄
修
道
士

　

庚
午
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

清
水　

弘　

神
父

塚
田
健
統　

神
父

牛
尾
幸
生　

神
父

ロ
サ
ド　

修
道
士

　

愛
徳
修
道
士
会　

	

ヘ
ン
デ
リ
ク
ス
修
道
士

牧
田
真
一
修
道
士

ホ
ン
テ
レ
ー
修
道
士

ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広

島

教

区

長
　

三

末

篤

實
　

司

教

司

教

総

代

理
　

斉

藤

眞

仁
　

神

父

　

復
活
祭
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申

し
あ
げ
ま
す
。
聖
書
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
主
は
預
言
の
通
り

十
字
架
に
か
け
ら
れ
死
し
て
葬

ら
れ
、
三
日
目
に
復
活
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
多
く
の
人
々
に

現
れ
、
復
活
の
事
実
を
現
さ
れ

た
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
自
ら

が
神
で
あ
る
こ
と
を
示
し
そ
の

あ
か
し
を
し
て
教
え
を
完
成
さ

と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
広

島
教
区
に
と
っ
て
は
久
し
ぶ
り

の
感
じ
で
す
が
、
神
の
お
恵
み

に
感
謝
を
お
さ
さ
げ
す
る
と
共

に
み
ん
な
で
こ
の
大
い
な
る
よ

ろ
こ
び
を
分
か
ち
あ
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

司
祭
に
叙
階
さ
れ
る
ま
で
に

は
色
ん
な
過
程
を
経
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
お
祈
り
と
あ
ら

ゆ
る
支
援
と
協
力
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
く
霊

的
な
養
成
を
は
じ
め
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
長
期
間
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
叙
階
（
司
祭
）

に
至
る
ま
で
に
は
い
く
つ
か
の

段
階
を
経
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
選
任
式
は
助
祭
叙
階

の
前
に
な
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
と
も
祭
壇
奉
仕
者
に
選

任
さ
れ
た
二
人
の
神
学
生
が
神

の
お
恵
み
の
中
で
近
づ
い
て
い

る
司
祭
叙
階
に
向
か
っ
て
健
康

を
保
ち
な
が
ら
邁
進
さ
れ
ま
す

よ
う
に
沢
山
の
方
々
の
お
祈
り

と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
　
　
　

（
二
面
へ
続
く
）

主
は
ま
こ
と
に
復
活
さ
れ
た
。
ア
レ
ル
ヤ
！

広
島
教
区
司
教　

三
末　

篤
實

せ
る
た
め
で
あ
り
ま
し
た
。

　

キ
リ
ス
ト
の
復
活
は
人
間
の

知
恵
で
は
悟
る
こ
と
の
で
き
な

い
不
思
議
な
奥
儀
で
あ
り
神
秘

で
す
。
神
ご
自
身
が
具
体
的
に

明
ら
か
に
し
て
下
さ
っ
た
ゆ
え

に
私
た
ち
は
信
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
復
活
の
奥
儀
は
奥
儀

の
中
で
も
最
も
重
要
な
奥
儀
の

一
つ
で
す
。

　

キ
リ
ス
ト
の
復
活
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
は
約
束
さ
れ
た
永

遠
の
救
い
の
保
証
で
あ
り
人
生

の
目
的
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
の
よ
ろ
こ
び
苦
し
み
の
全
て

は
最
終
的
に
キ
リ
ス
ト
の
復
活

に
与
か
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
今
後
と
も
主
の
み

く
に
の
完
成
を
人
生
の
目
的
に

到
達
で
き
る
ま
で
最
善
を
尽
く

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
広
島
教
区
の
二
人

の
神
学
生
が
「
祭
壇
奉
仕
者
」

聖香油ミサと祭壇奉仕者選任式（3 月 31 日）
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（
一
面
の
続
き
）

　

選
任
さ
れ
ま
し
た
二
人
の
神

学
生
は
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ノ
・
マ

リ
ア
・
コ
ル
ベ
猪
口
大
記
神
学

生
と
ヨ
ハ
ネ 

グ
エ
ン
・
ク
ァ

ン
・
ト
ゥ
ア
ン
神
学
生
で
す
。

皆
様
の
お
祈
り
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
う
え
に
神
の
祝
福
を

お
祈
り
い
た
し
つ
つ
！
！

【
年
間
テ
ー
マ
の
浸
透
に
つ
い

て
】

　

ご
復
活
の
喜
び
と
共
に
、

日
常
生
活
に
お
い
て
は
新
し

い
年
度
を
迎
え
、
新
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
方
々
も
多

い
こ
の
時
期
、
各
地
区
、
小

教
区
に
お
い
て
二
〇
一
〇
年

の
教
区
年
間
テ
ー
マ
、
サ
ブ

テ
ー
マ
に
関
す
る
取
り
組
み

と
浸
透
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
？

　

テ
ー
マ
に
対
す
る
教
区
の

共
通
課
題
で
あ
る
『
ど
の
よ

う
に
教
区
内
に
浸
透
さ
せ
て

い
く
か
』
に
つ
い
て
、
本
年

一
月
に
各
地
区
で
開
催
さ
れ

た
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会
に

お
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
教
区
、
地
区
、
小
教

区
に
お
け
る
「
テ
ー
マ
に
つ

い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
十

分
に
で
き
た
か
」
と
い
う
昨

年
の
反
省
に
よ
る
。
そ
の
た

め
各
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

の
推
進
力
に
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
サ
ブ
テ
ー
マ
の
趣
旨

に
つ
い
て
、
教
区
民
と
し
て

意
識
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て

わ
た
し
た
ち
教
区
民
す
べ
て

の
信
者
が
「
司
祭
」
で
あ
り

「
信
徒
」
で
あ
る
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
、
そ
の
た
め
に
、

ミ
サ
、
祈
り
、
様
々
な
活
動

を
通
し
て
「
イ
エ
ス
の
弟
子

と
し
て
の
生
き
方
を
ど
う
実

践
し
て
い
く
か
」「
神
さ
ま
の

呼
び
か
け
に
ど
う
こ
た
え
る

か
」
と
問
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
心
に
留
め
た
一
年
と
し
た

い
。

　

地
区
、
小
教
区
へ
の
お
願
い

と
し
て
、
①
「
教
区
テ
ー
マ
の

浸
透
と
一
致
に
つ
い
て
」
の
議

論
を
行
う
。
②
サ
ブ
テ
ー
マ
を

自
分
た
ち
の
も
の
に
す
る
た
め

に
、
地
区
、
ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び

小
教
区
内
で
テ
ー
マ
に
対
す
る

話
し
合
い
を
実
施
す
る
よ
う
推

進
す
る
。

　

こ
の
二
つ
を
推
進
す
る
た
め

に
、
必
要
に
応
じ
て
地
区
、
ブ

ロ
ッ
ク
お
よ
び
小
教
区
か
ら
の

要
請
に
よ
り
、
平
和
の
使
徒
推

進
本
部
、
教
区
推
進
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
が
出
前
説
明
な
ど
の

対
応
を
行
っ
て
い
く
。

【
三
末
司
教
叙
階
二
十
五
周
年

記
念
行
事
に
つ
い
て
】

　

六
月
六
日(

日)
に
世
界

平
和
記
念
聖
堂
で
、
三
末
司
教

叙
階
二
十
五
周
年
記
念
行
事
が

開
催
さ
れ
る
。
こ
の
記
念
行
事

の
企
画
・
準
備
の
た
め
、
広
島

地
区
の
協
力
を
得
て
、
平
和
の

使
徒
推
進
本
部
の
傘
下
に
実
行

委
員
会
が
発
足
し
た
。
当
日
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
①
開
会
セ

レ
モ
ニ
ー
（
十
三
時
四
十
五
分

～
）
②
記
念
ミ
サ
（
十
四
時
～
）

③
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
（
十
五
時

三
十
分
～
十
七
時
）
が
決
定
し

た
。

　

現
時
点
で
は
、
参
加
者
を
千

人
規
模
と
し
て
準
備
を
進
め
て

い
る
が
、
近
々
、
概
算
人
数
を

把
握
す
る
た
め
地
区
を
通
じ
て

各
小
教
区
、
修
道
会
に
参
加
人

数
の
状
況
確
認
を
お
願
い
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

記
念
行
事
の
中
で
は
、
子
ど

も
た
ち
や
在
住
外
国
人
の
方
の

力
も
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
三
末
司
教
叙
階
二
十
五
周
年

の
あ
ゆ
み
の
振
り
返
り
や
、
姉

妹
教
区
十
周
年
の
お
祝
い
な
ど

に
つ
い
て
も
企
画
中
で
あ
る
。

　

ま
た
記
念
行
事
前
日
の
六
月

五
日(

土)
 

に
「
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
」
を
開
催
す
る
た
め
の
準

備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
三
末
司
教
叙
階
二
十
五
周
年

を
祝
う
と
共
に
、
将
来
の
広
島

教
区
を
「
み
す
え
」
て
分
か
ち

合
う
『
時
間
』
を
共
有
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
り
、
今
年
秋
に

行
わ
れ
る
二
〇
一
〇
広
島
教
区

代
表
者
会
議
に
向
か
う
一
助
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

平
和
の
使
徒
推
進
本
部

2010 年 教区年間テーマ
「平和の使徒となろう」

～神さまの呼びかけにこたえて～

2010 年の教区行事
　◆ 6 月 6 日 ( 日 )
　　『三末司教叙階 25 周年記念行事』
　◆ 11 月 23 日 ( 祝・火 )
　　『2010 広島教区代表者会議
　　　～司教宣言 5 周年にあたって～』

広島教区　司祭人事異動 新任地 ⇐ 前任地

　野間重信　神父　福音の光修道会

本部修道院付チャプレン（6/1より） ⇐ 司教館

　長谷川儀　神父　3ヶ月のサバティカル ⇐ 廿日市教会主任

　瀧井英昭　神父　笠岡教会主任 ⇐ 岡山南教会主任

　野中　泉　神父　倉敷地域司牧チームモデラトール

 ⇐ 岡山教会司牧チームメンバー

　原田豊己　神父　廿日市教会主任兼務 ⇐ 翠町教会担当兼務

　アルベルト神父　翠町教会担当兼務 ⇐ 幟町教会協力

　スティーブ神父　新任　幟町教会司牧チーム（5月連休後）

　荻喜代治　神父　岡山・岡山南教会主任

 ⇐ 岡山教会司牧チームモデラトール

　豊田尚臣　神父　岡山・岡山南教会協力

 ⇐ 岡山教会司牧チームメンバー

　李　尚潤　神父　新任　岡山・岡山南教会助任

　ジェリー　神父　教区外 ⇐ 呉教会主任

　レネ　　　神父　教区外 ⇐ 倉敷地域司牧チームモデラトール

　ギャリー　神父　教区外 ⇐ 福山教会助任

　アンリ　　神父　新任　岡山・岡山南教会助任

　パトリック神父　福山教会助任 ⇐ 倉敷地域司牧チームメンバー

　ジェロム　神父　呉教会主任 ⇐ 倉敷地域司牧チームメンバー

　西山和男　神父　津和野教会主任代行 ⇐ 山口教会助任

　関根悦雄　神父　イエズス会幟町修道院 ⇐ 他教区
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六
月
六
日
（
日
）
三
末
篤
實

司
教
叙
階
二
十
五
周
年
記
念
と

司
祭
・
修
道
者
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
金
・
銀
祝
の
ミ
サ
と
お
祝

い
が
、
幟
町
教
会
で
十
三
時

四
十
五
分
か
ら
行
わ
れ
る
。

◆ 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝 

◆

・
淳
心
会

　

関　

亮
一
神
父

　

一
九
五
〇
年
八
月
六
日
叙
階

◆ 

金　

祝 

◆

・
イ
エ
ズ
ス
会

　

瀬
戸
勝
介
神
父

　

一
九
六
〇
年
三
月
十
八
日
叙
階

　

木
村
信
行
神
父

　

一
九
六
〇
年
三
月
十
八
日
叙
階

　

小
崎
次
郎
神
父

　

一
九
六
〇
年
三
月
十
八
日
叙
階

・
援
助
修
道
会

　

シ
ス
タ
ー
岩
崎
カ
ズ
ヱ

　

一
九
六
〇
年
四
月
十
八
日
初
誓
願

・
援
助
マ
リ
ア
修
道
会

　

シ
ス
タ
ー
石
井
節
子

　

一
九
六
〇
年
一
月
六
日
入
会

　

シ
ス
タ
ー
森
田
令
子

　

一
九
六
〇
年
一
月
六
日
入
会

・
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ

　

ム
修
道
女
会

　

シ
ス
タ
ー
広
田
和
子

　

一
九
六
〇
年
八
月
三
十
一
日
入
会

　

シ
ス
タ
ー
荒
谷
明
恵

　

一
九
六
〇
年
九
月
十
二
日
入
会

・
長
崎
純
心
聖
母
会

　

シ
ス
タ
ー
今
村
フ
ジ
エ

　

一
九
六
〇
年
八
月
二
十
二
日
初
誓
願

◆ 

銀　

祝 

◆

・
イ
エ
ズ
ス
会

　

李
聖
一
神
父

　

一
九
八
五
年
三
月
十
六
日
叙
階

・
援
助
マ
リ
ア
修
道
会

　

シ
ス
タ
ー
佐
々
木
康
予

　

一
九
八
五
年
四
月
一
日
初
誓
願

　

シ
ス
タ
ー
小
川
和
子

　

一
九
八
五
年
四
月
一
日
初
誓
願

司
教
叙
階
記
念
と
司
祭
・

修
道
者
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
金
・
銀
祝
の
お
祝
い

広
島
教
区
の
施
設

⑦

福
山
暁
の
星

　
　
　

中
・
高
等
学
校

　

本
校
は
、
一
九
四
九
年
に
福
山

に
創
立
さ
れ
、
現
在
で
は
広
島
県

東
部
に
お
い
て
、
唯
一
の
女
子
の

カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
と
な
り
ま
し

た
。

　

二
十
一
世
紀
、
多
様
化
し
て
い

く
現
代
社
会
に
お
い
て
、
生
命
が

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
脅
か
さ
れ
る
状

況
の
中
で
、
生
命
を
い
と
お
し
み
、

は
ぐ
く
む
女
性
の
存
在
が
大
切
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
本
校
で
は
、
そ
の

必
要
に
応
え
る
た
め
、
冷
静
な
判

断
力
、
責
任
あ
る
行
動
力
、
優
し

さ
と
他
者
に
仕
え
る
心
を
持
つ
女

性
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
の
根

底
に
あ
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
的

人
間
観
で
あ
り
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
言
葉
や

生
き
方
に
触
れ
る

中
で
、
キ
リ
ス
ト

的
な
価
値
観
を
知

り
、
自
分
の
生
き

方
に
重
ね
て
よ
り

よ
く
生
き
る
こ
と

を
深
め
て
い
き
ま

す
。

　

本
校
の
校
訓
「
マ
リ
ア
と
共
に
、

神
に
信
頼
、
己
に
誠
実
、
互
い
に

睦
み
、
進
ん
で
奉
仕｣

は
、
生
徒

の
た
め
に
本
校
の
建
学
精
神
を
端

的
に
表
し
た
も
の
で
す
。
年
間
を

通
じ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
行

事
は
、
宗
教
的
な
情
操
を
養
い
ま

す
。
さ
ら
に
創
立
の
初
め
か
ら
大

切
に
し
て
き
た
国
際
的
な
セ
ン
ス

を
養
い
、
そ
の
精
神
を
生
か
し
て
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
留
学
生
の

受
け
入
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
学
校

と
の
交
流
、
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
生
徒
が

始
め
た
『
お
に
ぎ
り
弁
当
』
に
よ

る
募
金
な
ど
を
通
し
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
子
ど
も
の
学
習
支
援
な
ど
も

し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
女
性
と
し
て
自

立
し
、
社
会
の
中
で
自
分
を
生
か

す
こ
と
の
で
き
る
道
を
目
指
し
、

そ
の
進
路
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
医
薬
学
、
理
工
学
系
に
進
む

生
徒
も
多
く
、
生
徒
の
進
路
保
障

の
た
め
に
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

生
徒
・
家
族
・
職

員
が
『
暁
の
星
フ
ァ

ミ
リ
ー
』
と
呼
ば
れ

る
大
き
な
家
族
の

絆
で
結
ば
れ
、
広
く

国
際
社
会
に
羽
ば

た
い
て
い
き
ま
す
。

　2月 21日（日）、宇部教会に於いて、山口島根地区居住

のフィリピン人対象の四旬節黙想会が行われました。指導

は淳心会のパトリック神父様。防府、山口、長府、細江、

小野田、宇部から、子どもたちも含めて四十余人が集いま

した。

　まず、映像を交えて「放蕩息子」のたとえ（ルカ 15章

11 節～ 32節）の話を聞き、赦しについて学びました。ミ

サで歌う歌の練習、自己紹介、お楽しみのランチの後、聖

堂に移動。静かな音楽の流れる中で、個人個人深く祈る時

間を持ち、赦しの秘跡を受ける準備をしました。ミサの中

ではタガログ語の歌も歌われ、心をひとつにして四旬節第

一主日を締めくくった次第です。

　久方ぶりに母国語での赦しの秘跡を受けることができ

て、多くのフィリピン人が喜んでくださり、実りある一日

であったと思っております。

　なお宇部に、カルメル宣教修道女会の三人のシスター（イ

ンド人二人、フィリピン人一人）が着任されました。早速

にパトリック神父様のお手伝いをしてくださり、ランチタ

イムにはナポリタンスパゲティ、インド風春巻きなどを

作ってくださり、一同感激しました。

　今後、山口島根地区滞日外国人のために大きな力となっ

てくださることでしょう。

　共に手を取り合って働いていければと願っております。

J-CaRM 広島教区委員　桝谷紀子

フィリピン人黙想会
　　宇部教会に四十余人集う

J-CaRM 広島便り
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広島

①

②

③

⑩
⑭ ⑮

⑬

⑫

⑪⑧⑨
⑦⑥
⑤④

司
祭
年
特
集

小
教
区
で
働
く
司
祭
②
　
広
島
地
区

⑮福山教会
服
ハットリ

部 大
ダイスケ

介 神父
出身：広島県
生年月日：1962 年 7 月 20 日
叙階日：1997 年 3 月 20 日
洗礼名：ペトロ
叙階記念カードのことば：

来なさい、そうすれば分かる。ヨハネ１：３９

⑮福山教会
カストロベルデ・パトリック・バスコン 神父（淳心会）
出身：フィリピン・セブ島
生年月日：1979 年 11 月 5 日
叙階日：2009 年 5 月 16 日
洗礼名：パトリック
叙階記念カードのことば：

友のために自分の命を捨てるこ
と、これ以上に大きな愛はない。
ヨハネ 15：13

⑦幟町教会　③向原教会　⑪東広島教会（巡回）
後
ゴ ト ウ

藤 正
マ サ シ

史 神父
出身：北海道
生年月日：1954 年 1 月 5 日
叙階日：1990 年 3 月 21 日
洗礼名：シメオン
叙階記念カードのことば：

わたしのきょうだいである、このいちばん小さくされているも
のの一人にしたのは、わたしにしたのである。マタイ 25：40

⑦司教館
長
ハ セ ガ ワ

谷川 儀
タダシ

 神父
出身：広島県
生年月日：1931 年 7 月 19 日
叙階日：1965 年 3 月 18 日
洗礼名：パウロ・フランシスコ（アシジ）
叙階記念カードのことば：

私は特に喜んで私の弱さを誇りにしよう、そうすればキ
リストの力は私に住むであろう。2 コリント 12：9

⑦司教館（さいたま教区出向）
澤
サ ワ ノ

野 耕
コ ウ ジ

司 神父
出身：佐賀県
生年月日：1947 年 9 月 23 日
叙階日：1979 年 3 月 21 日
洗礼名：ヨセフ
叙階記念カードのことば：

一粒の麦が地に落ちて死ななければ一粒のままであ
る。しかし、死ねば多くのみを結ぶ。ヨハネ 12：24

⑭尾道教会
山
ヤマグチ

口 道
ミチハル

晴 神父
出身：長崎県
生年月日：1953 年 11 月 8 日
叙階日：1984 年 4 月 25 日
洗礼名：ヨセフ
叙階記念カードのことば：

キリスト・イエズスが抱いたのと同じ思い
を抱きたい。フィリピ

①松江教会
深
フカホリ

堀 升
ショウジ

治 神父
出身：広島県
生年月日：1937 年 3 月 12 日
叙階日：1964 年 3 月 20 日
洗礼名：グレゴリオ
叙階記念カードのことば：

主の救いを静かに待ち望むことは、良いことである。哀歌 3：26

⑦司教館（6/1 より福音の光修道会本部修道院付）
野

ノ マ

間 重
シゲノブ

信 神父
出身：広島県
生年月日：1925 年 12 月 8 日
叙階日：1962 年 12 月 22 日
洗礼名：使徒ヨハネ
叙階記念カードのことば：

イエスは彼らに言われた。「わたしを遣わした方のみこころを行ない、
そのみわざを成し遂げることが、わたしの食物です。」ヨハネ 4：34

⑦司教館
三
ミ ス エ

末 篤
ア ツ ミ

實 司教
出身：長崎県
生年月日：1936 年４月 24 日
叙階日：1962 年 3 月 19 日
司教叙階日：1985 年 6 月 16 日
洗礼名：ヨゼフ
叙階記念カードのことば：

喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣き
なさい。ローマ 12：15

教区報では、司祭年特別企画として３号にわたって、岡山・鳥取地区（地区長　荻神父）、広島地区（地
区長　後藤神父）、山口・島根地区（地区長　佐々木神父）の３地区の教会で働く司祭の紹介を行います。
今号は、広島地区です。次号は、山口・島根地区の予定です。
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広島

①

②

③

⑩
⑭ ⑮

⑬

⑫

⑪⑧⑨
⑦⑥
⑤④

⑭尾道教会
山
ヤマグチ

口 道
ミチハル

晴 神父
出身：長崎県
生年月日：1953 年 11 月 8 日
叙階日：1984 年 4 月 25 日
洗礼名：ヨセフ
叙階記念カードのことば：

キリスト・イエズスが抱いたのと同じ思い
を抱きたい。フィリピ

⑩廿日市教会
原
ハ ラ ダ

田 豊
ト ヨ キ

己 神父
出身：山口県
生年月日：1953 年 12 月 22 日
叙階日：1982 年 3 月 22 日
洗礼名：フランシスコ・ザビエル
叙階記念カードのことば：

わたしは雲の中に、にじを置く。これがわたしと
地との間に契約のしるしとなる。創世記 9：13

⑨翠町教会（担当）幟町在住
ベッラ・アルベルト 神父（ミラノ外国宣教会）
出身：イタリア
生年月日：1960 年 1 月 25 日
叙階日：1989 年 6 月 10 日
洗礼名：アルベルト
叙階記念カードのことば：

わたしは道であり、真理であり、
命である。ヨハネ 14：6

⑧観音町教会
斉
サイトウ

藤 眞
シ ン ジ

仁 神父
出身：島根県
生年月日：1941 年１月 2 日
叙階日：1973 年 11 月 23 日
洗礼名：イグナチオ・デ・ロヨラ
叙階記念カードのことば：

失われたものを捜して救うために来たのである。
ルカ 19：10

④祇園教会　⑤可部教会（巡回）
ホアン・カトレット 神父（イエズス会）
出身：スペイン　バレンシア
生年月日：1937 年 1 月 2 日
叙階日：1969 年 3 月 15 日
洗礼名：洗礼者ヨハネ
叙階記念カードのことば：

わたしたちは、自分自身を宣べ伝える
のではなく、主であるイエス・キリス
トを宣べ伝えています。わたしたち自身は、イエ
スのためにあなたがたに仕える僕なのです。
2 コリント 4：5

④祇園教会　⑤可部教会（巡回）
山
ヤ マ ネ

根 敏
ト シ ミ

身 神父（イエズス会）
出身：広島県
生年月日：1944 年 9 月 27 日
叙階日：1975 年 3 月 22 日
洗礼名：パウロ三木
叙階記念カードのことば：

神の言葉は生きており、どんな両刃の剣よりも鋭
く、心の思いや考えを見分けることができる。
ヘブライ 4：12

②三次教会
アルバレス・アルべルト 神父（イエズス会）
出身：スペイン　マラガ
生年月日：1924 年 3 月 21 日
叙階日：1957 年 3 月 24 日
洗礼名：アルベルト
叙階記念カードのことば：

全世界に出て行って、すべての
造られたものに福音を宣べ伝えよ。
マルコ 16：14 － 20

⑥三篠教会（担当）司教館在住
肥
コエヅカ

塚 侾
タ カ シ

司 神父
出身：山口県
生年月日：1941 年 3 月 17 日
叙階日：1972 年 11 月 3 日
洗礼名：使徒ヨハネ
叙階記念カードのことば：

父よ、時が来ました。ヨハネ 17：1

⑬三原教会
アルナルド・ネグリ 神父（ミラノ外国宣教会）
出身：イタリア
生年月日：1961 年 4 月 1 日
叙階日：1991 年 6 月 8 日
洗礼名：アルナルド
叙階記念カードのことば：

キリストの内には、満ちあふれる神性が、余すところなく、見える形
をとって宿っている。コロサイ 2：9

①松江教会
深
フカホリ

堀 升
ショウジ

治 神父
出身：広島県
生年月日：1937 年 3 月 12 日
叙階日：1964 年 3 月 20 日
洗礼名：グレゴリオ
叙階記念カードのことば：

主の救いを静かに待ち望むことは、良いことである。哀歌 3：26

⑧観音町教会
尾
オ ジ マ

島 紀
キ ヨ ハ ル

代治 神父（サンパウロ教区）
出身：ブラジル　サンパウロ
生年月日：1949 年 2 月 12 日
叙階日：1981 年 7 月 11 日
洗礼名：フランシスコ
叙階記念カードのことば：

主なる神は、弟子としての舌をわたしに与え疲れた人を励ますように
言葉を呼び覚ましてくださる。朝ごとにわたしの耳を呼び覚まし弟子
として聞き従うようにしてくださる。イザヤ 50：4

⑫呉教会
ジェロム・パダモサルトノ 神父（淳心会）
出身：インドネシア・フローレス島
生年月日：1962 年 6 月 3 日
叙階日：1996 年 8 月 11 日
洗礼名：ジェロム
叙階記念カードのことば：

人間にできることではないが、神にはできる。神は何でもできるからだ。
マルコ 10：27

教区報では、司祭年特別企画として３号にわたって、岡山・鳥取地区（地区長　荻神父）、広島地区（地
区長　後藤神父）、山口・島根地区（地区長　佐々木神父）の３地区の教会で働く司祭の紹介を行います。
今号は、広島地区です。次号は、山口・島根地区の予定です。
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う
こ
と
で
、
家
で
も
練
習
を
重

ね
ま
し
た
が
、
何
度
も
何
度
も

読
ん
で
い
る
と
当
時
の
地
獄
の

よ
う
な
現
状
に
加
え
、
体
験
さ

れ
た
方
々
の
言
葉
で
は
言
い
つ

く
せ
な
い
悲
痛
で
苦
し
い
思

い
、
そ
し
て
生
き
た
い
と
い
う

願
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
涙
が

溢
れ
、
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

原
爆
を
体
験
さ
れ
た
方
と
決

し
て
同
じ
思
い
に
は
な
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
方
達
の
悔
し
い
思

い
、
悲
し
い
思
い
、
苦
し
い
思

い
を
心
が
震
え
る
程
聞
く
、
知

る
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
、
体

験
し
て
い
な
い
私
達
が
平
和
を

願
い
、
伝
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
し
た
。
良
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

少
年
の
集
い

＊
乙
女
峠
巡
礼

　

五
月
二
日（
日
）～
三
日（
月
）

に
か
け
て
、
徳
佐
駅
か
ら
津
和

野
教
会
ま
で
の
夜
間
巡
礼
が
行

わ
れ
る
。

＊
日
韓
カ
ト
リ
ッ
ク
青
少
年
の

集
い

　

二
年
に
一
度
行
わ
れ
て
い

た
『
日
韓
合
同
キ
ャ
ン
プ
』
の

名
称
を
今
回
か
ら
『
日
韓
カ
ト

リ
ッ
ク
青
少
年
の
集
い
』
に
変

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
程
は

八
月
九
日
～
十
二
日
。今
回
は
、

広
島
で
の
平
和
学
習
な
ど
を
通

し
て
、
日
韓
の
学
生
の
交
流
を

図
る
予
定
。

　

『
乙
女
峠
巡
礼
』
と
『
日
韓

カ
ト
リ
ッ
ク
青
少
年
の
集
い
』

の
案
内
は
、
四
月
初
旬
ま
で
に

教
区
内
の
学
校
等
に
発
送
し
ま

す
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
参

加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

信
徒
使
徒
職
協
議
会

　

例
年
、
七
月
・
十
一
月
・
三

月
の
第
一
日
曜
日
に
定
例
会
を

開
催
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
〇

年
度
よ
り
四
月
・
九
月
・
一
月

に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

養
成
研
修
こ
れ
か
ら
の
予
定

＊
祈
り
の
体
験
研
修
後
期
（
ラ

フ
ォ
ン
ト
神
父
）　

第
一
回
目

は
四
月
十
七
日
（
土
）

＊
信
者
養
成
研
修
会
『
信
徒
の

神
学
』（
百
瀬
神
父
）

　

三
年
目
に
入
る
研
修
の
第
一

回
目
は
、
五
月
十
五
日
（
土
）

～
十
六
日
（
日
）、
宗
像
の
黙

想
の
家
に
て
。
テ
ー
マ
は
「
神

の
恵
み
と
私
た
ち
の
信
仰
生

活
」。

　

昨
年
九
月
の
典
礼
研
修
会
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
現
在
編
集
中
で
す
。

　
●
「
朝
鮮
学
校
が
、
公
共
の
公

園
を
不
法
占
拠
し
て
い
る
！
」

こ
の
よ
う
に
叫
ん
で
、
授
業
中

の
朝
鮮
学
校
に
押
し
か
け
、
メ

ガ
ホ
ン
で
怒
鳴
り
散
ら
す
「
在

日
特
権
を
許
さ
な
い
市
民
の

会
」
（
略
称
「
在
特
会
」
）
と
い

う
団
体
が
あ
り
ま
す
。
●
不
況

や
雇
用
不
振
な
ど
に
よ
り
、
社

会
の
閉
塞
感
が
高
ま
る
と
、
そ

の
は
け
口
と
し
て
「
排
外
主
義
」

が
台
頭
し
、
ナ
チ
ズ
ム
の
よ
う

に
歪
ん
だ
民
族
主
義
を
ベ
ー
ス

に
、
社
会
的
弱
者
の
立
場
に
追

い
や
ら
れ
て
い
る
人
や
、
在

日
外
国
人
な
ど
の
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
が
攻
撃
さ
れ
ま
す
。
●

さ
て
、
朝
鮮
学
校
が
学
校
前
の

公
園
を
運
動
場
と
し
て
使
用
し

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
と
の
合
意
も
あ
り
、
京

都
市
も
問
題
と
し
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
事
実

を
確
認
も
せ
ず
「
不
法
占
拠
」

だ
と
断
定
し
、
「
日
本
か
ら
出

て
い
け
！
」
な
ど
の
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
執
拗
に
繰
り
返
し
た

の
で
す
。
こ
の
事
態
に
子
ど
も

達
は
怯
え
、
恐
怖
の
あ
ま
り
泣

き
出
す
子
ど
も
も
多
く
い
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
保
護
者
達
は

悔
し
さ
に
震
え
な
が
ら
怒
り
を

訴
え
て
い
ま
し
た
。
●
今
年
は

日
本
が
朝
鮮
を
強
制
的
に
併
合

し
て
１
０
０
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い

ま
だ
に
こ
の
よ
う
な
不
当
差
別

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
●
日
本
の
歴
史
教
育
が
近

現
代
史
に
つ
い
て
時
間
も
内
容

も
希
薄
で
あ
る
こ
と
も
、
原
因

の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
し
、
他

方
、
政
治
家
な
ど
の
公
人
に
は

日
本
の
負
の
歴
史
に
つ
い
て
肯

定
的
評
価
を
し
た
り
、
矮
小
化

し
た
り
す
る
者
も
お
り
、
政
府

自
体
が
、
慰
安
婦
問
題
な
ど
の

戦
後
補
償
か
ら
逃
げ
続
け
て
い

る
こ
と
も
、
大
き
な
要
因
だ
と

思
い
ま
す
。
敗
戦
直
後
、
東
久

邇
宮
が
「
一
億
総
懺
悔
」
と
言

い
、
侵
略
戦
争
の
具
体
的
な
責

任
に
つ
い
て
、
国
を
あ
げ
て
曖

昧
に
し
て
き
た
こ
と
も
。
●
置

き
去
り
に
し
て
き
た
問
題
は
、

真
摯
に
向
き
合
わ
な
い
限
り
、

様
々
に
形
を
変
え
て
、
私
た
ち

の
社
会
不
安
と
な
り
続
け
て
し

ま
う
の
で
す
。

（
細
江
教
会
・
廣
崎
リ
ュ
ウ
）

海
峡
か
ら
の
風
18

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
区
便
り

山
口
・
島
根
地
区

朗
読
劇
「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」

翠
町
教
会　

黒
河
恵
子

　

二
月
二
十
一
日
「
平
和
ア

ピ
ー
ル
一
九
八
一
」
記
念
ミ
サ

後
、「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」
と

い
う
題
の
原
爆
手
記
の
朗
読
劇

が
あ
り
、
私
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
祇
園
教
会
の

上
野
さ
ん
、
兼
光
さ
ん
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
計
五
回
の
練
習

を
経
て
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
は
、
さ

い
た
ま
教
区
か
ら
中
村
陽
子
さ

ん
と
、
お
ば
さ
ま
で
女
優
の
中

村
た
つ
さ
ん
が
立
ち
会
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
と
い

広
島
地
区

朗読劇「この子たちの夏」
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「
平
和
ア
ピ
ー
ル
記
念
行
事
」

　

二
月
二
十
一
日
、
倉
敷
教
会

を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
。
レ

ネ
神
父
は
講
話
の
中
で
、
日
本

へ
派
遣
が
決
ま
っ
た
時
、
祖
父

母
の
顔
が
変
わ
り
自
分
は
「
裏

切
り
者
」
に
映
っ
た
と
言
う
。

信
者
数
に
比
し
て
圧
倒
的
に
神

父
数
の
多
い
私
た
ち
が
ア
ジ
ア

の
国
か
ら
神
父
を
招
く
こ
と
の

安
易
さ
と
、
侵
略
の
傷
が
ま
だ

残
る
ア
ジ
ア
に
対
し
平
和
憲
法

実
現
の
責
任
を
感
じ
た
。

こ
れ
か
ら
の
予
定

五
月
三
日　

津
和
野
乙
女
峠
祭

五
月
八
日　

地
区
信
徒
養
成
講

座
①
（
岡
山
）

五
月
十
六
日　

第
一
回
地
区
宣

司
評
（
津
山
）
／
ユ
ニ
テ
ィ

集
会
（
津
山
）

五
月
二
十
八
日　

日
本
国
憲

法
を
考
え
る
／
芳
賀
巡
礼

（
二
六
聖
人
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
）

六
月
六
日　

司
教
叙
階
二
十
五

周
年
記
念
行
事
（
広
島
）

六
月
十
二
日　

信
徒
養
成
講
座
②

六
月
二
十
七
日　

日
本
国
憲
法

を
考
え
る
／
キ
ッ
ペ
ス
神
父

講
演
会

七
月
十
日　

信
徒
養
成
講
座
③

八
月
五
～
六
日　

広
島
平
和
巡
礼

岡
山
・
鳥
取
地
区

　

以
下
は
、
ド
イ
ツ
・
エ
ッ
セ

ン
司
教
区
の
コ
ッ
プ
神
父
一
行

が
昨
年
十
月
十
八
日
に
世
界
平

和
記
念
聖
堂
を
訪
問
し
、
主
日

ミ
サ（
十
八
日
）に
お
け
る
コ
ッ

プ
神
父
の
挨
拶
で
す
。

　

一
昨
年
、
コ
ッ
プ
神
父
は

エ
ッ
セ
ン
の
枢
機
卿
館
に
あ
る

禅
堂
に
記
念
聖
堂
と
同
じ
ラ

サ
ー
ル
神
父
の
レ
リ
ー
フ
を
設

置
す
る
た
め
に
来
広
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
平
和
の
実
現
の

た
め
に
記
念
聖
堂
を
建
設
し
た

ラ
サ
ー
ル
神
父
の
願
い
を
真
剣

に
受
け
止
め
、
ラ
サ
ー
ル
神
父

が
被
爆
直
後
に
幟
町
か
ら
縮
景

園
、
長
束
修
練
院
へ
と
救
助
さ

れ
た
順
路
を
巡
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
だ
に
遠
い
ド
イ
ツ
の
地

で
ラ
サ
ー
ル
神
父
の
禅
の
道
を

歩
み
、
神
父
を
慕
う
人
々
が
お

ら
れ
る
こ
と
に
敬
意
を
払
い
ま

す
。
記
念
聖
堂
と
禅
を
遺
さ
れ

た
ラ
サ
ー
ル
神
父
の
平
和
を
私

達
が
学
び
直
す
機
会
に
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
幟
町
教
会　

青
葉
）

コ
ッ
プ
神
父
挨
拶

　

私
ど
も
は
、
ド
イ
ツ
よ
り
参

り
ま
し
た
二
十
七
人
の
旅
行
グ

ル
ー
プ
で
す
が
、
こ
の
礼
拝
に

お
い
て
、
こ
の
大
い
な
る
時
を

体
験
出
来
る
こ
と
を
、
大
変
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
日

本
に
入
国
す
る
と
き
、
私
ど
も

は
「
観
光
」
と
い
う
目
的
欄
に

印
を
つ
け
て
審
査
を
通
っ
て
参

り
ま
し
た
。し
か
し
私
ど
も
は
、

こ
の
国
の
、
世
界
に
名
高
い
景

勝
の
地
や
文
化
財
を
鑑
賞
す
る

た
め
に
の
み
参
っ
た
の
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
私
ど
も
が
参
り

ま
し
た
の
は
、
こ
の
都
市
広
島

の
、
世
界
史
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
よ
り
深
く
理
解
し
、
私
ど
も

の
人
生
の
指
針
と
し
て
受
け
取

る
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

私
ど
も
の
旅
の
途
上
で
最
も
多

く
口
に
さ
れ
た
名
前
は
、
フ
ー

ゴ
ー
・
ラ
サ
ー
ル
神
父
、
日
本

名
・
愛
宮
真
備
神
父
の
名
で
す
。

こ
の
方
こ
そ
は
、
こ
の
教
会
の

創
設
者
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の

教
会
は
、
私
ど
も
の
平
安
の
確

信
の
徴
で
あ
り
、
ま
た
「
世
界

平
和
記
念
聖
堂
」
と
い
う
、
他

に
例
を
見
な
い
名
前
の
も
と
、

世
界
平
和
の
た
め
の
綱
要
そ
の

も
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

私
ど
も
は
、
こ
の
教
会
が
、

そ
の
創
設
者
の
意
図
に
沿
っ

て
、
一
つ
の
象
徴
で
あ
ら
ん
と

し
て
い
る
と
理
解
し
た
く
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
人
類
に
一
つ

の
要
求
を
突
き
つ
け
る
象
徴
で

す
。
そ
し
て
同
時
に
、
心
の
確

信
と
喜
び
と
の
象
徴
で
す
。
す

な
わ
ち
、
私
ど
も
に
と
っ
て
、

平
和
と
は
可
能
で
あ
る
、
い
や

そ
れ
以
上
に
、
平
和
と
は
、
私

ど
も
に
は
間
違
い
の
な
い
、
じ

つ
に
確
実
な
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
確
信
と
喜
び
と
の
象
徴
で

す
。

　

私
ど
も
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ

て
は
、
平
和
と
は
、
互
い
に
よ

く
意
思
が
疎
通
し
て
い
る
と
い

う
状
態
を
示
す
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
平
和
と
は
そ
れ
以
上

の
も
の
で
す
。
平
和
は
「
心
」

を
持
っ
て
い
ま
す
。
祭
壇
の
上

の
絵
が
示
す
光
の
条
は
、
心
を

貫
い
て
参
り
ま
す
。こ
の
光
は
、

世
界
の
平
和
そ
の
も
の
と
し

て
、
イ
エ
ス
の
心
を
貫
通
し
て

お
り
ま
す
。
平
和
と
は
、
単
に

心
の
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
彼
こ
そ
は
我
々
の
平
和
で
あ

る
」（
エ
フ
ェ
ソ
二
‐
一
四
）

と
、
か
の
使
徒
は
言
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ゆ
え
に
、私
ど
も
は
、

自
分
た
ち
を
巡
礼
者
の
集
団
と

理
解
し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も

は
、
こ
の
都
市
の
キ
リ
ス
ト
者

で
あ
ら
れ
る
皆
様
と
の
連
帯
を

こ
れ
か
ら
も
保
持
し
た
く
思
い

ま
す
。
私
ど
も
は
、
皆
様
と
共

に
、
か
の
聖
句
の
約
束
す
る
と

こ
ろ
の
も
の
を
、
揺
る
ぎ
な
く

信
じ
た
い
の
で
す
―
―
即
ち
、

「
キ
リ
ス
ト
は
、
栄
光
の
望
み

と
し
て
、
汝
等
の
中
に
あ
る
」

（
コ
ロ
サ
イ
一
章
九
節
）
と
。

　

で
す
か
ら
、
私
ど
も
は
、
巡

礼
の
集
団
と
し
て
、
喜
び
に
満

た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

皆
様
と
共
に
、
こ
の
ミ
サ
に
与

る
こ
と
を
有
り
難
く
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ミ
サ
は
、
大
い
な

る
時
で
あ
り
、
私
ど
も
の
旅
の

頂
点
で
す
。
そ
れ
は
、
私
ど
も

が
キ
リ
ス
ト
の
臨
在
を
仰
ぎ
、

そ
れ
を
受
け
取
り
、
そ
し
て
絶

え
ず
信
頼
申
し
上
げ
る
そ
の
キ

リ
ス
ト
と
感
応
道
交
す
る
、
大

い
な
る
時
で
す
。
ま
さ
に
、「
彼

こ
そ
我
ら
の
平
和
で
あ
る
」、

と
言
わ
れ
て
い
る
通
り
で
す
。

（
佐
藤　

研　

訳
）

エ
ッ
セ
ン
司
教
区
　
コ
ッ
プ
神
父
挨
拶

　
彼
こ
そ
我
ら
の
平
和
で
あ
る

～
ラ
サ
ー
ル
神
父
を
慕
っ
て
ド
イ
ツ
か
ら
巡
礼
団
～
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三
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
八

日
、
岡
山
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
一
宮
校
舎
で
、
第

四
十
四
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
カ
ト

リ
ッ
ク
高
校
生
大
会
が
開
催
さ

れ
、
高
校
生
約
七
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
受
け

る
心 

新
た
な
人
～t

e
e
n
a
g
e
r

の
君
に
～
』。
四
日
間
一
日
一

日
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、
今
ま
で

の
自
分
を
振
り
返
り
、
ル
ワ
ン

ダ
の
紛
争
を
テ
ー
マ
に
し
た
映

画
を
見
、
そ
れ
を
受
け
て
、
未

来
の
自
分
を
考
え
ま
し
た
。
戦

争
の
こ
と
を
受
け
、
自
分
た
ち

が
ど
う
す
べ
き
か
。
な
か
な
か

難
し
い
内
容
で
し
た
が
、
皆
、

一
生
懸
命
考
え
、
最
終
日
の
グ

ル
ー
プ
発
表
に
備
え
ま
し
た
。

　

普
段
、
な
か
な
か
分
か
ち
合

う
こ
と
が
出
来
な
い
高
校
生
た

ち
が
こ
の
四
日
間
で
分
か
ち
合

う
こ
と
が
で
き
、
得
た
も
の
は

大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

〈65〉

　

日
々
の
忙
し
さ
の
中
で
、
気

が
つ
く
と
ま
た
桜
の
季
節
が

や
っ
て
き
た
。
教
会
の
し
だ
れ

桜
も
今
年
は
ど
ん
な
顔
を
見
せ

て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。（
よ
）

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
高
校
生
大
会

『
受
け
る
心 

新
た
な
人
～teenager

の
君
に
～
』

　

「
は
じ
め
ま
し
て
」、「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」、「
す
み

ま
せ
ん
」

　

こ
の
三
つ
の
表
現
は
私
と
離

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
は
、
私
が
初
め
て
学
ん
だ

言
葉
で
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本

へ
来
て
私
が
初
め
て
会
う
方
々

が
使
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
言

葉
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
何
回

も
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
々
は

も
ち
ろ
ん
、
初
め
て
会
う
方
々

か
ら
も
そ
の
方
々
を
通
し
て
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
た
め
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
い
う
表
現
を
使
う

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。ま
た
、

慣
れ
な
い
う
ち
は
私
の
下
手
な

日
本
語
で
迷
惑
を
掛
け
、
心
配

を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
多
く
て

「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と

い
う
表
現
も
た
く
さ
ん
使
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
表
現

は
、
日
本
に
来
た
初
め
の
頃
だ
け

で
な
く
、
今
も
ま
だ
多
く
使
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
表
現
は
単

に
私
だ
け
が
多
く
使
う
の
で
は
な

く
、
日
本
の
方
々
も
よ
く
使
う
表

現
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
皆
様
と
一
緒
に
生
き

て
い
く
う
え
で
、
こ
ん
な
単
純
な

表
現
は
よ
く
使
い
ま
す
が
、
人
が

生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
な
一
番

基
本
的
な
表
現
を
使
わ
な
い
と
い

う
こ
と
に
も
気
付
き
ま
す
。

　

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え

で
、
一
番
基
本
的
な
表
現
は
何
で

し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
『
愛
』
で
す
。

愛
の
源
で
あ
る
神
様
が
、
私
ど
も

を
創
造
し
た
か
ら
私
ど
も
は『
愛
』

以
外
の
何
で
も
な
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
日
常
生
活
の
中
で
は
、
こ

の
表
現
に
対
し
て
恥
ず
か
し
い
気

持
ち
が
先
に
た
ち
、
素
直
に
表
現

し
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
感
じ
に

な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

愛
の
源
で
あ
る
神
様
が
、
ご
自

身
の
子
を
こ
の
世
の
中
に
与

え
、
十
字
架
の
死
を
通
し
て
そ

の
愛
を
表
現
し
た
よ
う
に
、
私

た
ち
も
そ
の
愛
を
表
現
し
な
が

ら
暮
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
初
め
の
う
ち
は
難
し
く
、

ま
た
恥
ず
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま

す
が
、
二
度
、
三
度
、
心
の
底

で
響
く
愛
の
表
現
を
し
て
み
る

と
、
私
た
ち
が
ど
れ
だ
け
愛
さ

れ
て
生
き
て
い
る
の
か
、
そ
の

愛
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
幸
せ
な

の
か
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
愛
の

表
現
こ
そ
が
、
ま
さ
に
私
た

ち
が
「
生
」
の
席
（S

i
t
z
 
i
m
 

L
e
b
e
n

）
で
神
様
を
証
し
な
が

ら
生
き
て
行
く
新
し
い
殉
教
者

と
し
て
の
「
生
」
に
な
る
こ
と

だ
と
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

　

皆
様
、「
愛
し
ま
す
」、「
愛

し
て
い
ま
す
」
と
い
う
た
っ
た

一
言
は
、〝
熱
さ
〟
と
〝
と
き

め
き
〟
を
持
っ
て
い
ま
す
。
自

分
の
周
り
の
人
々
に
表
現
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
私
ひ
と
り
く
ら

い
…
で
は
な
く
、
私
か
ら
始
め

る
愛
の
表
現
と
実
践
は
神
様
の

国
の
民
と
し
て
の
当
た
り
前
の

権
利
と
同
時
に
義
務
で
す
。

「
皆
様
、
愛
し
て
い
ま
す
。」

「
愛
を
表
現
し
ま
し
ょ
う
！
」

　
　

　
　
岡
山
・
岡
山
南
教
会

　
　
　
李イ

　
尚サ
ン
ユ
ン潤

　
神
父


